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はじめに 

本市は、豊かな自然と都市機能が調和したまちとして発展を続けて

おり、近年では多くの企業が進出し、地域経済の活性化が進んでいま

す。また、子育て世代を中心に人口も増加しており、まちは一層の活

気を見せています。 

一方で、こうした都市化の進展や企業活動の拡大に伴い、エネルギ

ー消費の増加や自然環境への影響といった課題も顕在化しており、持

続可能な発展を実現するためには、経済成長と環境保全の両立が不可

欠です。 

さらに、地球温暖化の影響は私たちの暮らしにも確実に及んでお

り、猛暑や集中豪雨、自然災害の多様化・激甚化など、地域社会にさまざまな影響をもたらして

います。 

こうした状況を踏まえ、印西市ではこのたび、「地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」およ

び「気候変動適応計画」として、「いんざいカーボンニュートラル・チャレンジ2050」を策定し

ました。 

本計画では、温室効果ガスの排出削減に向けた緩和策と、気候変動による影響に備えるための

適応策を体系的に示しています。 

また、企業活動においても環境への配慮を促進し、再生可能エネルギーの導入や省エネルギー

の推進、地域との共生を図る取り組みを進めていきます。 

さらに、家庭における取り組みも極めて重要です。日々の暮らしの中で、省エネ家電の使用に

よる節電や、食品ロスの削減などのごみの減量といった身近な行動が、地球温暖化防止につなが

ります。 

市では、市民の皆さまのこうした取り組みを後押しするため、環境学習や啓発活動にも力を入

れていきます。 

私たちのまちを、次の世代が安心して暮らし続けられる場所とするためには、市民・事業者・

行政が一体となって取り組むことが不可欠です。 

一人ひとりの行動が、地域の未来を守る大きな力となります。 

私たちの「いんざい」を、子どもたちが安心して暮らし続けられるまちとするために、共に行

動を起こしていきましょう。 

結びに、本計画の策定にあたり、印西市環境審議会および印西市環境推進会議の委員の皆さま

をはじめ、市民会議や中学生会議、パブリックコメントなどを通じて貴重なご意見・ご協力をい

ただきました多くの皆さまに、心より感謝申し上げます。 

 

令和7年5月 

 

 印西市長 藤代 健吾   
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２-１ 地球温暖化対策の意義 

（１）温暖化する地球

「地球温暖化」とは、長期的に見て地球全体の平均気温が上昇している現象のことです。

世界の年平均気温は、過去100年で0.76℃上昇しています。

近年になるほど温暖化の傾向が加速しており、地球温暖化がもっとも進行したモデルでは、

2100年の平均気温は最大5.7℃上昇すると予測されています。 

第 ２章 計画策定の背景

■2100年までの世界平均気温の変化予測（1950～2100年・観測と予測）

出典：全国地球温暖化防止活動推進センター 
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SSPシナリオとは 

●地球温暖化に伴う気候変動の予測においては、

さまざまな可能性・条件を考えに入れた上で、気

候変動が進行した場合の「すじがき」を「シナリ

オ」と呼んでいます。 

●SSPシナリオは、IPCC（気候変動に関する政府間

パネル）第6次評価報告書に基づくシナリオであ

り、将来の社会経済の発展の傾向を仮定した「共

有社会経済経路（SSP）」と「放射強制力（地球

温暖化を引き起こす効果）」を組み合わせて表さ

れます。 

●SSPは、人口、ガバナンス（各国内での統治・統

制の状況や、国際的な協働・政治的相互作用等）、公平性、社会経済開発、技術、環境等の

社会像の諸条件を示す定量・定性的な要素からなり、1～5（1：持続可能、2：中庸、3：地

域分断、4：格差、5：化石燃料依存の発展）で構成されます。 

●SSPシナリオは「SSPx-y」と表記され、xはSSP、yは2100 年頃のおおよその放射強制力

（単位はW/m2）を表します。 

●持続可能な発展のもと、21世紀半ばにCO2排出実質ゼロが実現する最善シナリオ（SSP1-

1.9）では、21世紀末までの世界の気温上昇は1.5℃以下に抑えられるとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■IPCC第6次評価報告書におけるSSPシナリオとは 

出典：全国地球温暖化防止活動推進センター 

※ RCPシナリオについては101ページに解説があります。 

■SSP1～SSP5のコンセプト 

出典：地域気候変動適応計画策定 

マニュアル-手順編-（環境省） 
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（２）地球温暖化の要因 

水蒸気や二酸化炭素、メタンなどの「温室効果ガス」が持つ性質（地表から放射される熱を吸

収し大気を暖める）により、地球上の気温は生物にとって暮らしやすい温度に保たれてきました。 

しかし、産業活動が活発になった産業革命以降は、二酸化炭素、メタン、さらにはフロン類な

どの温室効果ガスが大量に排出され、熱の吸収が増えたことで、地球温暖化が引き起こされてい

ます。 

令和3（2021）年に公表されたIPCC第6次評価報告書・第1作業部会報告書においても、「人間

活動の影響が大気、海洋、及び陸域を温暖化させてきたことには疑う余地がない」と断言されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■温室効果ガスと地球温暖化メカニズム 

出典：全国地球温暖化防止活動推進センター 
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２-２ 地球温暖化対策の動向 

（１）国際的な動向 

地球温暖化について、初めて国際的な温室効果ガスの削減目標を定めたのは「京都議定書」

（第一約束期間：2008年～2012年、第二約束期間：2013年～2020年）であり、先進国全体

及び国別に温室効果ガスの削減目標が設定されました。 

その後、平成27（2015）年に開催された第21回締約国会議（COP21）において、京都議定

書以来の新たな法的拘束力のある国際的な合意文書となる「パリ協定」が採択されました。パ

リ協定では、先進国のみならず、発展途上国を含む初の全世界共通となる温室効果ガス削減目

標が掲げられました。 
 

 

令和3（2021）年に英国グラスゴーで開催された第26回締約国会議（COP26）では、パリ

協定の1.5℃努力目標達成を踏まえ、今世紀半ばのカーボンニュートラル及びその経過点であ

る令和12（2030）年に向けて野心的な気候変動対策に取り組んでいく「グラスゴー気候合意」

が決定されました。 
 

■地球温暖化に関する世界の動向 

年 月 世界の動向 

昭和63 

(1988)年 

06 「カナダ・トロント会議」開催 

11 「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」設置 

平成3 

(1991)年 
02 「第1回気候変動枠組条約交渉会議」開催 

平成4 

(1992)年 
06 

環境と開発に関する国際連合会議(地球サミット)において「アジェンダ21」採択 

⇒「気候変動枠組条約」も併せて採択（1994（平成6）年3月に発効） 

平成7 

(1995)年 
03 「第1回締約国会議（COP1）」開催 

平成9 

(1997)年 
12 

第3回締約国会議（COP3）において「京都議定書」採択 

⇒先進国における温室効果ガスの削減目標を設定 

平成22 

(2010)年 

09 「国連気候変動首脳会合」開催 

12 第16回締約国会議（COP16）において「カンクン合意」決定 

平成27 

(2015)年 
12 

第21回締約国会議（COP21）において「パリ協定」採択 

⇒全世界共通となる温室効果ガス削減目標を設定 

令和3 

(2021)年 
11 第26回締約国会議（COP26）において「グラスゴー気候合意」決定 

  

「パリ協定」の概要 

●世界共通の長期目標として、平均気温上昇を産業革命以前に比べて 2℃より十分低く保ち、

1.5℃以下に抑える努力を追求する 

●今世紀後半に温室効果ガスの人為的な排出と吸収のバランスを達成する 

●主要排出国を含むすべての国が削減目標を 5 年ごとに提出・更新する 

●各締約国は、気候変動に関する適応策を立案し行動の実施に取組む 

●すべての国が参加し、各国は義務として目標を達成するための国内対策を実施する 

など 
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●持続可能な開発目標（SDGs） 

平成27（2015）年の国連サミットにおいて、「持続可能な開発のための2030アジェンダ」

が採択されました。この2030アジェンダでは、令和12（2030）年までに持続可能で、より

よい世界を目指す国際目標「SDGs（エスディージーズ）」が掲げられています。 

SDGsは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、17の

目標と169のターゲットが掲げられています。SDGsは、人間の安全保障の理念を反映して「だ

れひとり取り残さない」ことを目指し、先進国・途上国を含めてすべての国が一丸となって

達成すべき目標で構成されているのが特徴です。目標の中には、気候変動及びその影響を軽

減するための緊急対策を講じることや、持続可能な森林の経営といった地球温暖化対策に関

わる目標も掲げられています。 

SDGsの達成には、現状をベースとして実現可能性を踏まえた積み上げを行うのではなく、

目指すべき未来を考えて現在すべきことを考えるという「バックキャスティング」の考え方

が重要とされています。さらに、あらゆる主体が参加する「全員参加型」のパートナーシッ

プの促進が掲げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「持続可能な開発目標（SDGs）」の17の目標 

出典：国際連合広報センター 
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（２）国・千葉県の動向 

令和2（2020）年10月、政府は「パリ協定」に定める目標等を踏まえ、2050年までに温室

効果ガスの排出を全体としてゼロにする、「2050年カーボンニュートラル」を目指すことを表

明しました。 

令和3（2021）年に閣議決定された「地球温暖化対策計画」では、地球温暖化対策の推進に

関する法律の改正により基本理念として法定化された2050年カーボンニュートラルの実現に

向け、令和12（2030）年度の温室効果ガス排出量を平成25（2013）年度から46％削減する

ことを中期目標として掲げ、さらに50％の高みに向け挑戦を続けていくこととしています。 

 

■地球温暖化対策計画の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地球温暖化対策計画の概要 
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令和5（2023）年には、GX（グリーントランスフォーメーション）を通じて、脱炭素・エ

ネルギー安定供給・経済成長の3つを同時に実現していくために、「GX実現に向けた基本方針」

が閣議決定されました。この基本方針では、エネルギー安定供給の確保に向け、徹底した省エ

ネに加え、再エネや原子力などのエネルギー自給率の向上に資する脱炭素電源への転換など

GXに向けた脱炭素の取組を進めること等が示されています。 

 

GX（Green transformation：グリーントランスフォーメーション）とは 

●GX（グリーントランスフォーメーション）とは、石油や石炭などの化石燃料をできるだけ

使わず、クリーンなエネルギー（太陽光や水素など自然環境に負荷の少ないエネルギー）を

活用していくための変革や、その実現に向けた活動のことです。 

●化石燃料からクリーンなエネルギーへの転換を進め、二酸化炭素の排出量を減らしていく

ことや、そうした活動を経済成長の機会にするために世の中全体を変革していく取組を含

めて「GX」と言います。 

●「GX実現に向けた基本方針」参考資料では、下記の22分野について、今後の道行きが示さ

れています。 
 

■「GX実現に向けた基本方針」参考資料で今後の道行きが示されている22分野 

 

１．水素・アンモニア 12．ゼロエミッション船舶（海事産業） 

２．蓄電池産業 13．バイオものづくり 

３．鉄鋼業 14．再生可能エネルギー 

４．化学産業 15．次世代ネットワーク（系統・調整力） 

５．セメント産業 

６．紙・パルプ産業 

７．自動車産業 

８．資源循環産業 

９．住宅・建築物 

10．脱炭素目的のデジタル投資 

11．航空機産業 

16．次世代革新炉 

17．運輸分野 

18．インフラ分野 

19．カーボンリサイクル燃料（SAF、合成燃料、合成メタン） 

20．CCS 

21．食料・農林水産業 

22．地域・くらし 

 

千葉県では、国の掲げる目標の達成に向けて、令和3（2021）年2月、令和32（2050）年

の脱炭素社会の実現を目指す「2050年二酸化炭素排出実質ゼロ宣言」が行われました。 

令和5（2023）年３月に策定された「千葉県カーボンニュートラル推進方針」では、2050

年カーボンニュートラルに向けた千葉県としての目指す姿や、県が有する様々な特色やポテン

シャルを活用した取組の方向性が示されています。 

また、同年同月に、「千葉県カーボンニュートラル推進方針」の内容を踏まえ、「千葉県地球

温暖化対策実行計画」が改定されました。  
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■地球温暖化に関する国や県の動向 

年度 国や県の動向 
平成2 

(1990)年 ■ 「地球温暖化防止行動計画」閣議決定 

平成5 
(1993)年 ■ 「千葉県地球環境保全行動計画」策定 

平成7 
(1995)年 ■ 「千葉県環境基本条例」制定 

平成8 
(1996)年 ■ 「千葉県環境基本計画」策定 

平成9 
(1997)年 ■ 「地球温暖化対策推進本部」設置 

平成10 
(1998)年 ■ 「地球温暖化対策の推進に関する法律」制定 

平成12 
(2000)年 ■ 「千葉県地球温暖化防止計画」策定 

平成14 
(2002)年 ■ 「京都議定書」に批准 

平成28 
(2016)年 

■ 「地球温暖化対策計画」閣議決定 

■ 「千葉県地球温暖化対策実行計画」策定 

平成30 
(2018)年 ■ 「気候変動適応計画」閣議決定 

平成31 
(2019)年 ■ 「第三次千葉県環境基本計画」策定 

令和2 
(2020)年 ■ 2050年カーボンニュートラルを表明 

令和3 
(2021)年 

■ 2030年の温室効果ガス排出量の削減目標「2013年度比46％削減」表明 

「地球温暖化対策計画」改定 

■ 「第6次エネルギー基本計画」策定 

■ 「気候変動適応計画」改定 

■ 「2050年二酸化炭素排出実質ゼロ宣言」を表明 

令和4 

(2022)年 
■ 「地球温暖化対策の推進に関する法律」改正 (※1) 

令和5 

(2023)年 

■ 「気候変動適応計画」一部変更(※2) 

■ 「GX実現に向けた基本方針」閣議決定 

■ 「GX推進戦略」閣議決定 

■ 「千葉県カーボンニュートラル推進方針」策定 

■ 「千葉県地球温暖化対策実行計画」改定 

令和6 

(2024)年 
■ 「地球温暖化対策の推進に関する法律」改正を閣議決定(※3) 

■ 日本の動き ■ 千葉県の動き 

※1 パリ協定・2050年カーボンニュートラル宣言等を踏まえた基本理念の新設、地域の脱炭素

化に貢献する事業を促進するための計画・認定制度の創設、脱炭素経営の促進に向けた企業

の排出量情報のデジタル化・オープンデータ化の推進などが含まれる 

※2 熱中症対策実行計画の基本的事項を定める旨を規定 

※3 二国間クレジット制度（JCM）の実施体制強化等、地域脱炭素化促進事業制度の拡充、原材

料調達から廃棄までのライフサイクル全体で排出量が少ない製品等の選択やライフスタイル

転換を国民に促す規定の整備などが含まれる 
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（３）印西市のこれまでの取組 

本市では、令和4（2022）年に策定した「第3次印西市環境基本計画」において、「印西市地

球温暖化対策実行計画（区域施策編）」及び「印西市地域気候変動適応計画」を内包し、市域

の温室効果ガス削減目標達成に向けた取組を推進してきました。 

また、令和6（2024）年5月には、2050年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロとする

「印西市ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました。 

カーボンニュートラルの実現に向けては、近年の国内外の動向を踏まえ、市民・事業者・行

政等、多様な主体の連携・協力により、地球温暖化対策を進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■印西市ゼロカーボンシティ宣言文 
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緩和と適応とは 

●地球温暖化への対策は、「緩和策」と「適応策」の2つに大きく分けられます。 

●「緩和策」は、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量を減らすための取組です。 

●「適応策」は、すでに生じている、あるいは将来予測される気候変動の影響による被害を回

避・軽減させるための取組です。 

●地球温暖化対策は、「緩和」と「適応」の両輪で取り組んでいく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■緩和と適応 

出典：気候変動適応情報プラットフォーム 
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４-４ 将来ビジョン・脱炭素シナリオ 

（１）将来ビジョン 
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